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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月15日(2019.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般的な分子構造式を有し、
【化１】

　そのうち、Ｃｏｒは、π－π相互作用によって柱状超分子スタックを形成する主に平面
多環式分子系であり、前記平面多環式分子系が、トルキセン、デカシクレン、アンタンス
レン、ヘキサベンゾトリフェニレン、１．２，３，４，５，６，７，８－テトラ－（ペリ
－ナフチレン）アントラセン、ジベンゾオクタセン、テトラベンゾヘプタセン、ペルピレ
ン、ヘキサベンゾコロネンの組から選択された平面縮合多環式炭化水素を含み、かつ構造
７～１７の組から選択される一般構造式を有し、
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【表１】
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　Ｐは極化ユニットであり、前記極化ユニットが、ドープされたオリゴアニリンおよびｐ
‐オリゴ－フェニレンの組から選択されるか、または構造式２６～３２の組から選択され
る一般構造式を有する導電性オリゴマーを含み、ただし、Ｘ＝２，３，４，５，６，７，
８，９，１０，１１または１２であり、
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【表２】
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　Ｉは高耐圧絶縁置換基であり、ｎは１，２，３，４，５，６，７または８であり、ｍは
１，２，３，４，５，６，７または８であり、前記高耐圧絶縁置換基の少なくとも１つが
、‐（ＣＨ２）ｎ‐ＣＨ３、‐ＣＨ（（ＣＨ２）ｎＣＨ３）２）（ｎ＝１…．５０）、ア
ルキル、アリール、置換アルキル、置換アリール、分枝アルキル、分枝アリール、および
それらの任意の組合せから選択され、アルキル基はメチル、エチル、プロピル、ブチル、
Ｉ‐ブチル基およびｔ‐ブチル基から選択され、アリール基は、フェニル、ベンジルおよ
びナフチル基から選択される
　ことを特徴とするエネルギー蓄積分子材料。
【請求項２】
　請求項１に記載のエネルギー蓄積分子材料において、
　前記ドープされたオリゴアニリンが、アニリンのフェニル環上にＳＯ３‐基またはＣＯ
Ｏ‐基を有する自己ドープされたオリゴアニリンである。
【請求項３】
　請求項１に記載のエネルギー蓄積分子材料において、
　前記ドープされたオリゴアニリンが、酸化状態のオリゴアニリンと混合された、アルキ
ル‐ＳＯ３Ｈ酸またはアルキル‐ＣＯＯの組から選択される酸化合物によって混合ドープ
される。
【請求項４】
　請求項１に記載のエネルギー蓄積分子材料において、
　主に平面状の多環式分子系（Ｃｏｒ）と極化ユニット（Ｐ）を接続する、構造３３～４
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２から選択される少なくとも１つのリンカーユニットをさらに含む。
【表３】
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【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載のエネルギー蓄積分子材料を含む
　ことを特徴とする結晶誘電体層。
【請求項６】
　第１の電極と、
　第２の電極と、
　前記第１の電極と前記第２の電極との間に配置された結晶誘電体層と、
　を含み、
　前記結晶誘電体層が、請求項１～４のいずれか１項に記載のエネルギー蓄積分子材料を
含む
　ことを特徴とするコンデンサ。
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